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会議の顛末

     本会議（６月２０日）

議長（川上守）

おはようございます。ただいまの出席議員

数は１０人です。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

一般質問を行います。順次質問を許します。

８番、中尾理明議員。

議員（中尾理明）

おはようございます。日本共産党の中尾理

明です。傍聴者の皆様、早朝よりお出かけく

ださいまして本当にありがとうございます。

私は、３月定例会一般質問冒頭で森友・加

計問題などに対する安倍政権の国政の私物化

に対し、国民の大きな怒りが極限まで高まっ

ていることを発言しましたが、公文書の改ざ

ん・廃棄という民主主義の根幹にかかわる重

大問題が発覚して以来、次から次へとその深

刻度は高まり、まさに国民のマグマは大爆発

寸前の状況ではないでしょうか。

森友問題に対する大阪地検特捜部は、５月

３１日、この件についての捜査の結果、関係

者３８名の不起訴を発表いたしました。しか

し、不起訴判断の経緯などに対し、捜査の具

体的な内容に触れるなどとして回答拒否を２

５回以上繰り返しました。醍醐東大名誉教授

ほかの市民団体有志は絶対承服できないと検

察審査会への申し立てを行っています。

そして、このたびの６月４日のこの件に関

する調査結果報告であります。この報告書が

安倍首相、妻、昭恵氏の本件への関与、官邸

による隠ぺいの指示など、疑惑の核心は明確

に述べていないことなど極めて不十分なこと

は明白です。

麻生財務大臣自身が記者会見で、佐川氏が

指示したことについて記者の質問に対し、肝

心の改ざんが始まったきっかけや政治家のか

かわりについて、それがわかれば苦労せんと

答え、この森友文書の改ざんの動機がわから

ないと表明したことは真相解明できなかった

ことをみずから証明したものであり、責任重

大であります。

６月２日付朝日新聞は、麻生財務相の主な

責任として、森友学園問題に関することで適

材適所とした佐川氏を国税庁長官に起用する

などの任命責任、公文書改ざんに関する政治

責任、佐川氏答弁に合わせた文書廃棄につい

ての政治責任、自身のこの問題の国会答弁に

ついての責任、決裁文書の改ざんを悪質なも

のではないと発言したことなどの責任、セク

ハラ問題で辞任した福田事務次官の任命責任、

財務省委託の弁護士事務所に、被害女性に連

絡の要請など事後対応の責任、セクハラ罪っ

ていう罪はないなどと発言した責任、の８つ

の責任を指摘しておりますが、私も同感であ

り、これ以上大臣を続ける資格はないと考え

ます。

モラルハザードをこれ以上超えてもなお責

任を取らない安倍政権への囂々たる批判はと

どまることを知りません。無理が通れば道理

引っ込む、憎まれっ子世に憚る、こんな政治

は許されません。

本日が会期末で一月ぐらいの延長を政府、

自公政権は狙っておりますけども、悪法を通

すための国会の延長であってはならないと考

えます。

会期末になって、その国会運営も目を覆う

ばかりであります。賭博を合法化するカジノ

実施法案の衆議院強行採決など悪法強行は言

語道断です。安倍政権の一刻も早い退陣を望

むものです。そして、嘘のない、正直に真実

を話す当たり前の政治に変えなければなりま

せん。



それでは、これから順次質問をさせていた

だきます。最初の質問は、米軍機による低空

飛行訓練、自衛隊機による低空飛行について

であります。その１つ、本年３月２７日、２

８日、２９日と３日連続、米軍機とわかる飛

行が相次ぎました。この間の報道で、在日米

海軍司令部が爆撃機ＦＡホーネットを米空母

艦、米空母艦載機の厚木基地から、今や東ア

ジア最大の航空軍事基地となっている岩国基

地への移駐を３月２４日から開始し、３１日

に完了すると伝えられていました。

私はこの３日間、若桜で飛行した米軍機は

それらのものと推定しています。また、その

後４月２０日、午前１０時半ごろ、ほぼ同時

に町の真ん中上空を、轟音とともに氷ノ山方

向と池田地区方向へ鮮明な機影が確認できる

ほどの低空で飛んでいきました。

ちょうどその時刻、町中を歩いておられた

観光客の方々がびっくりされている光景が私

の目に入り、こんなときに事故が起こったら

どうなるのか、思わず怒りが込み上げてきま

した。

そこで、平成２９年１月から平成３０年６

月までの低空飛行に対する目撃、苦情等の件

数を伺うとともに、鳥取県・国への報告の状

況、県・国からの説明、回答状況を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

平成２９年１月から平成３０年６月までの

低空飛行に対する目撃、苦情等の件数を伺う

とともに、県・国への報告の状況、県・国か

らの説明、回答状況を伺うとのご質問でござ

いますが、まず、平成２９年１月から平成３

０年６月までの米軍機及び米軍機と確認でき

なかった低空飛行に関する目撃、苦情等の件

数でございますが、平成２９年は４月に未確

認機が１回２機、８月に米軍機が２回２機、

１１月に自衛隊輸送機が２回２機となってお

ります。

また、平成３０年は、３月に未確認機が４

回６機、４月に未確認機が３回５機、６月に

自衛隊輸送機が１回２機、合わせて１３回１

９機の飛行を確認しておりますが、何度か住

民からの情報提供はございましたが、苦情に

つきましては１件も受けておりません。

次に、県・国への報告とその回答状況につ

いてでございますが、飛行を確認した後、そ

の都度、美保防衛事務所や県の地域振興課に

情報提供を行っております。美保防衛事務所

からは、自衛隊美保基地と中四国防衛局を通

して米軍に、また、県は外務省へ問い合わせ

をしていただき、どこの所属機かの回答をい

ただくようにしております。

いずれにしましても、米軍機が本町の上空

を低空飛行することにつきましては、住民の

不安を仰ぐと同時に惨事を招く恐れがござい

ます。本町としましては、町民の安全安心を

守っていくためにも鳥取県町村会や鳥取・岡

山県境連携推進協議会などの機会を捉えなが

ら、米軍機による低空飛行訓練の中止を県へ

要望しており、県からも防衛省へ要望してい

ただいております。

なお、県からは、今後も機会を捉えながら

随時要望していくとのご回答もいただいてお

りますので、本町も引き続き中止をしていた

だくよう、粘り強く要望していきたいという

ふうに考えております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長の答弁いただきまして、それに対する

再度の質問になりますけども、苦情がなかっ

たということは、苦情として役場のほうに住

民の声として届かなかったのかなというふう

に思うんですけど、私自身は毎回苦情として



申し上げておるというふうに思っております。

先ほども、町の真ん中を、観光客の通りす

がりを、真上を通ったというような状況は、

まさにそういうことでありますし、そのこと

と、美保基地から防衛省、国への連絡はされ

ておって、県もそれに対応して、さらに中止

に向けて頑張っていただいているという報告

はわかりましたが、改めてわかりましたけど

も、本当に逐一、米軍機、担当の石塚さん通

して問い合わせしていただいていると思うん

ですけども、逐一、美保基地の方ではそうい

うことの、米軍機が飛んだかどうだか、どう

いうものが飛んだのかっていうようなことや、

自衛隊機のことも言われましたので、そうい

うことがきちんと返ってきておるんか、どう

かということ、これはだいぶ前に前町長に聞

いたことと重なりますけども、改めてお願い

します。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

まず、最初に苦情の件でございますけども、

確かに中尾議員さんからのご意見っていうの

はいただいております。それを苦情として扱

うというか、中尾議員さんという立場的な受

け取りをしておりましたので、苦情の件数と

してはカウントしていないということで、町

民の代表としての意見ということで、今後は

苦情というふうなカウントの仕方をしていき

たいというふうに思っております。

ただ、先ほど申しました苦情の件について

は、電話等では全く連絡はなかったというふ

うにご理解いただきたいというふうに思って

おります。それと、美保基地と防衛局等には、

随時県を通して確認をしていただいておりま

して、その確認が終わりましたら県の方から

町の方にその報告がまいってきておりますの

で、その町・県との連携の中で、やはりこの

米軍機っていうものを、訓練中止の要請って

いうものは、やはり今後も引き続きやってま

いりたいというふうに思っております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

ちょっと参考になるかどうだかわからんの

ですけども、国のレベルで、この米軍機の確

認については、米軍の方が非常に作業を後退

させておるという事実が国会で明らかになっ

ています。

４月１３日の内閣委員会で、共産党の塩川

衆議院議員が米軍情報開示の後退があるんで

はないかということで質問しておりまして、

その内容は、これまで住民からの米軍機飛行

に関する情報を受け付けした際、逐一確認を

求め、その回答を得てきたけども、昨年の８

月以降、米軍機かどうかの確認をやめておる

ということが判明しました。

それで、そんなことじゃいけないじゃない

かということで塩川氏は追及しまして、深山

氏の答弁は再度、在日米軍に確認を求めると

いう答弁をしたというふうに記録が残ってお

るんですけれども、非常に米軍当局のこの低

空飛行を含めて、国内での訓練が強化されて

いるのにもかかわらず、後退しているってい

う状況が国会のレベルで明らかになっており

ますので、恐らく若桜への回答も非常にトー

ンが下がっているんじゃないかなというふう

に推測をします。

そういう意味で、国や県や防衛省、美保基

地との連携を強めていただきまして、この低

空飛行に関する、米軍機による低空飛行に関

して、少しでも町民の安全が確保されるよう

望みたいと思います。

それで、この問題の２つ目です。最近は大

型の自衛隊機と思われる低空飛行がかなりの

頻度で行われています。町民の方で気づいて



おられる方も多く、不安の声も上がっていま

す。鬼ヶ城、鶴尾山をかすめて吉川方向に飛

行することが多いですが、つい最近の目撃と

して６月７日午後２時半ごろ、町の真ん中上

空をほぼ同時に２機の輸送機と思われる自衛

隊機が爆音を残して鳥取方面に飛んでいきま

した。

私もその都度、目撃情報をもとに総務課の

担当を通じて航空自衛隊美保基地などへの確

認の要請をしていますが、この間の問い合わ

せ先からの回答状況を伺います。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

自衛隊機と思われる低空飛行がかなりの頻

度で行われており、多くの町民から不安の声

も上がっている。総務課を通じて航空自衛隊

美保基地などへ確認の要請をしているが、そ

の回答状況を伺うとのご質問ですが、平成２

９年１月以降に本町上空を飛行した自衛隊機

は、先ほど申し上げましたとおり、平成２９

年１１月に自衛隊輸送機が２回２機、平成３

０年６月に自衛隊輸送機が１回２機の、合わ

せて３回４機と確認しております。

いずれも、中型輸送機のＣ－ⅠもしくはＣ

－Ⅱ輸送機だと美保防衛事務所から回答はい

ただいております。それで、米軍機と同様、

本町の上空を低空飛行することについては、

住民の不安を仰ぐと同時に惨事を招く恐れも

ございます。十分認識はさせていただいてお

ります。それで、同じようにやはり町民の安

全安心を守っていくために、さまざまな機会

を捉えながら中止していただくよう、やはり

粘り強く要望してまいりたいというふうに思

っております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

頑張っていただきたいと思うんですけども、

日本国内の、その自衛を主たる任務とした自

衛隊機が、国内をあっちこっちすることにつ

いての一般的な飛行は、恐らく一律に禁止さ

れるものじゃないのかもわかりませんけれど

も、こと若桜については米軍機の飛行ルート

になっておると、ブラウンルート、それから

防災ヘリ、ドクターヘリの行き交う場所にあ

るという二重三重に重要であり、危険な場所

であるということを再度認識されて取り組ん

でいただきたいと思うんですけども。

この間、一、二度自衛隊機のことについて

質問したんですけども、町長のお気持ちとし

て、このブラウンルートっていうか、米軍機

の通り道になっている、そういうところを重

ねて自衛隊機が通っているっていうことに対

して、県は恐らくは十分把握してないでしょ

うから、国や防衛省が、どういうふうに考え

ておるのかという辺を一度確かめてみられる

ような機会があったら望ましいと思うんです

けども、その辺の見解をお願いします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

やはりこのルート、同じルートをその米軍

機及び自衛隊のほうが通られるということで、

やはり危険な箇所っていう部分では、当然若

桜町、本当に住民の皆さん安心安全に生活し

ていただくためには、やはり中止をしていた

だくような要望っていうのを当然してまいり

たいと思います。

なぜこのルートを飛んでおるのかっていう

確認につきましては、一度ちゃんと自衛隊の

方に意見のほうをお伺いしたいなというふう

に思っております。



議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

そういう機会をぜひつくっていただけたら

と思います。振りかえれば、平成６年から始

まったこの米軍機による低空飛行訓練ですけ

れども、その当時、総務課におられた矢部町

長、記録を取っておられました。

そういう記録の蓄積が若桜にあって、県や

国に対してはっきり意見が言えるという状況

は、県内はもちろんですけども、全国的にも

優れた蓄積なんで、これを生かして、これ、

取り組みの強化をしていただきたいというこ

とを申し上げまして、次の質問に移らせてい

ただきます。

次に、就学援助制度について質問いたしま

す。文部科学省は、平成２９年３月３１日付

で、要保護世帯に、新入学児童生徒学用品等

入学準備金の前倒し支給を実施するよう、文

科省初等中等局長が都道府県教育局長あてに

通知を出しています。

そして、平成２９年７月に、文科省が都道

府県教育委員会を通じて行われた調査による

と、全国１,７４１自治体のうち、小学校で

41％、中学校で 49％の自治体で入学前実施又

は予定になっていると伝えられています。

町でも速やかな対応が求められていると考

えますが、現状とともに、今後の方針につい

て教育長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

中尾議員から、要保護者への新入学児童生

徒学用品等の前倒し支給についてお尋ねがご

ざいましたが、就学援助制度につきましては、

学校教育法第１９条において、「経済的理由に

より、就学困難と認められる学齢児童生徒の

保護者に対しては、市町村は必要な援助を与

えなければならない」との規定に基づき、現

在、助成を行っているところでございます。

この援助対象者は、生活保護法第６条第２

項に規定する要保護者と、市町村教育委員会

が同法に規定する要保護者に準ずる程度に困

窮していると認められる準要保護者というふ

うになっております。

改正前の文科省の補助金交付要綱では、小

学校入学前の者は学齢児童に該当しないため

補助対象となっておりませんでしたが、平成

２９年度の改正後は、就学予定者の保護者が

助成対象となるよう、要保護者児童生徒援助

費補助金要綱の改正がなされ、入学前の支給

ができるようにきております。

お尋ねの、本町の入学前支給につきまして

は現在のところ行っておりませんが、平成２

９年度及び本年度も文科省の通知に基づく対

象となる要保護者はございませんでした。今

後といたしましては、要保護者への新入学児

童生徒学用品等の前倒し支給について、町民

福祉課と連携をしながら、平成３１年度から

就学前の支給ができるよう、所要の改正を検

討したいというふうに思っております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

私も教育民生常任委員会の中で、前向きに

取り組んでいただいているというのを聞きな

がら、ちょっと確認したかったということで

あります。対象の方はやはり、ほんとにね、

４月当初からそういう関係する入学用品が届

くということになれば、非常に喜んで使って

いただけるというふうに思いますので、その

辺で教育長の答弁どおり実施されることを望

み、最後の質問に入ります。

国保事業化に伴う町の対応についてであり

ます。その１つ、４月末に行われた若桜町国



保運営協議会で、平成３０年度の国保税率は

現行税率で据え置くということとされました。

今年１月、新聞紙上で、県事業化に当たっ

て県が試算した１人当たりの金額が、若桜町

は８万７４２円と報道され、国保税は引き下

がるのではないかと期待いたしました。

しかし、結果として若桜町は現行税率で本

年度の特別会計の運営を行うことになりまし

たが、改めてその経緯を伺いたいと思います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

本年度の国民健康保険税率を据え置きした

経過についてのお尋ねでございますが、従前、

市町村で運営してきた国民健康保険事業は、

今年度から都道府県も保険者となり、その財

政運営を担うこととされております。

国保税については、都道府県が医療費の保

険給付費分の財源となる給付金を算定し、そ

れらをもとに、市町村ごとに標準的な税率を

試算しますが、最終的な税率決定は市町村が

行うこととなっております。

この税率決定に当たっては、町の諮問機関

でございます「国民健康保険事業の運営に関

する協議会」、いわゆる「国保運営協議会」に

諮問し、その答申を受けて決定することとな

っております。

この運営協議会では、国保事業費のうち国

保税で賄うべき経費の総額を基準額として、

「昨年度の税率、いわゆる現行税率で試算し

た場合」、「県が示した標準税率で試算した場

合」、「３月議会の一般質問で中尾議員からご

提案いただきました世帯当たり１万円の引き

下げを行った場合」を試算し、比較検討を行

っていただきました。

試算の結果、全ての場合において基準額に

対し不足が生じており、基準額の全てを国保

税で賄うとするならば、世帯当たり１万円以

上の引き上げが必要となることとなっており

ます。このような状況ではありましたが、地

方においては、景気の回復が実感できないこ

と、現行税率であれば、その不足分は繰越金

で賄うことができること、また、報道された

ように、引き下げることは今後の国保事業の

運営に支障をきたす恐れがあることなどから、

近隣自治体との均衡も考えながら、現行税率

のまま据え置くことが適当である旨の答申を

いただいております。

町といたしましては、この答申を最大限尊

重すべきと考え、本年度の国保税率を据え置

くことと決定いたしましたところでございま

す。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

このたびの県事業化に当たっては、いろい

ろな分野で運営方針が様変わりというか、町

だけで決められる範囲が限られてきていると

いうか、いろんな計算方式でもって算定され

た標準保険料だとか、それに対応する納付金

の金額だとか、非常に複雑であります。

したがって、１月段階で安くなるんじゃな

いかっていう１人当たりの保険料を示されま

したけども、結局は納付金に応じた引き上げ

をしないと、見合ったものにならないという

ような現実がやっぱりあるみたいで、このこ

とについては、議会自身も十分勉強せないけ

んと思いますし、町民の方へのわかりやすい

説明も適宜やっていただきたいなというふう

に思います。

経緯についての質問ですので、あれこれ話

してもいけませんけども、町民の生活維持の

ために引き上げなかったということだけは、

私自身はよかったかなというふうに思ってお

ります。

この問題の２つ目の質問です。県事業化に



伴い、県への納付金が義務つけられることに

なりましたが、この納付金方式により保険税

の上昇が懸念されていることから、国は平成

３５年までの間、激変緩和を講じるとされて

います。

今後とも、国保事業の安定的運営を担保す

るため、町としてその措置が確実に実行され

るよう、県要望の重点項目として掲げ、要請

を継続すべきと考えますが、町長の所見を伺

います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

激変緩和措置が確実に履行されるよう要請

を継続すべきと考えるが、町長の所見を伺う

とのご質問でございますが、国民健康保険事

業の県単位化によりまして、市町村は、県へ

国民健康保険事業費納付金の納付が必要とな

りました。

県は、各市町村が納付した納付金を財源に、

医療にかかる保険給付費の全額を交付金とし

て交付することとなっております。このこと

により、年度途中の急激な医療費の増加に伴

う財源不足が生じることはなくなりました。

しかしながら、中尾議員ご指摘のとおり、

この納付金方式の導入によりまして、保険税

で集めるべき額が上昇していく可能性のある

市町村があることから、激変緩和措置を講ず

ることとされております。この激変緩和措置

の期間は、本年度から６年間とされておりま

して、本年３月に策定されました鳥取県国民

健康保険運営方針にもそのことは明記されて

おります。

また、県では激変緩和措置の財源として、

国からの交付金をもとに特例基金の積み立て

が行われているところでございます。

以上のことから、期間中の激変緩和措置に

つきましては、適正に履行されていくものと

考えておりますが、実施状況の確認はしてい

きたいと考えております。そして、場合によ

っては、県に対し要望してまいりたいという

ふうに考えておるところでございます。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

激変緩和措置ということで、その間は県内

でいうと 70 から 80％になるんですかね、抑

えられるというふうに思っておるんですが、

その７、８割にかなわんような状況が生まれ

たときのことを考えると、ちょっと心配をす

るわけです。

それで、この国の交付金の金額、確かもう

決まっていると思うんですけども、それが安

定的に措置されるもんかどうかということも

含めて、この緩和措置がきちんと履行される

ことが必要だというふうに思います。

それで、ちょっと関連して、国は県の事業

化に当たって、国保財政の安定化というか、

医療費の抑制も含めて国の方針にしておられ

まして、そういうことを将来的な目標として、

県の事業化をやっているというふうに、私、

セットで考えております。ということで、や

たら医療費を使って、何といいますか、身体

の補助をはかるということは極力避けるべき

だとは思うんですけども、必要な医療が制限

されてはいけないということだというふうに

思います。

それで財政的なことをいいますと、これま

で若桜町は、急激な医療費の伸びに従って、

適宜補正予算組んで、一般会計からのルール

外っていいますかね、そういうものを含めて

やってきておりました。それで、このことに

対する国の方針は、恐らくルール外の繰り入

れはしない方向でやれという国の指導なんで

すけれども、その辺での町長の、関連したこ

となんで、町長のほうの所見がいただければ



ありがたいです。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

中尾議員さんが言われるように、必要な医

療というのは受ける権利もございますし、当

然受けていただかなければいけないというふ

うに思っています。それで、先ほど申しまし

たように、この激変緩和措置によりまして、

急激に町の一般会計からの繰り入れというも

のが今まで以上に増えていったりということ

は、私はないというふうに理解しております

し、そうであってはいけないというふうに思

っております。

ただ、やはりこの国保問題につきましては、

医療費をいかに抑えていくかということが、

一番やはり大切ではないかなという、やはり

健康であっていただく、健康寿命を伸ばして

いただく、そのための健康づくりというもの

も合わせて考えていく必要があると思ってお

りますので、こちらにつきましても、ぜひ若

桜町、力を入れて取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。

議長（川上守）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

法定外の繰り上げの問題は次回にやります

かね。参考ですけども、昨年６月県議会で、

共産党の市谷県議からの、この法定外繰り入

れをどうするんかという質問に対しては、県

は国保方針に法定外繰り入れをしてはならな

いと書かないという答弁をしておられること

を紹介しておきます。以上で私の質問を終わ

らせていただきます。

議長（川上守）

続いて一般質問を許します。４番、山根政

彦議員。

議員（山根政彦）

皆さんおはようございます。４番、山根政

彦でございます。本日傍聴においでの皆様、

インターネット中継でご視聴の皆様、ありが

とうございます。

この度の６月定例会では、５月の人事異動

で新しくなった執行部とともに、町に新しい

風が吹くように頑張ってまいりたいというふ

うに思っております。

さて、毎年５月の田植えの時期は、町全体

が慌ただしく動いているように感じますが、

６月も半ばを過ぎ、梅雨の時期、季節になり

ますと、町の中も農作業が一段落して、いつ

もの落ち着いた様子に戻ったように感じます。

田植えの時期は、やはり多くの人たちが動

いていることで、町全体の空気が動き、活力

のある風が吹いているように感じます。

また、３月４日にデビューした観光列車「昭

和」が、多くのお客様をこの若桜に運んでく

ることにより、地域の経済、そして何より多

くの人が動くことにより、活力の風が吹いて

いると期待しています。

町長が２月２０日に就任されてから、今日

でちょうど４か月となります。未来に歩むま

ちづくりを、町民のやる気を応援します、を

スローガンにされ、４つのまちづくりの公約

を掲げられ就任されました。

これからのまちづくりは町民をまちづくり

の主役と考え、町民が地域の資産を活用して、

個性と活力のあるまちをつくることを目指し

ていただきたいというふうに思います。

それぞれの地域には豊かな歴史、自然があ

り、伝統産業があり、このまちを愛して行動

を起こそうとしている方もいると思います。

行政に従事されている職員の方々も、個々レ

ベルでは真剣に地域の未来を憂慮して活性化

の道を探っておられると思います。



そのような思い、資産が生まれるような場

を設定し、大きな力を発揮してもらうために、

町長のリーダーシップが最も大切だと思いま

す。まちづくりの最大のポイントはつながり

の創出だと思います。熱意がある方々と豊か

な地域資源がありながら、それらの力が分断

されていて風が吹いていないような気がしま

す。

新しく代わられた矢部町長のリーダーシッ

プのもとで、新しいさわやかな風を町全体に

吹かせていただきたいというふうに思います。

本日は、先の３月定例会の所信表明で、４

つの施策を上げられましたが、その中の３番

目、にぎわい創出のまちづくりについてと、

農業振興について、そして最後に国際交流に

ついて町長のお考え、思いを質問させていた

だきます。

まず、はじめに、にぎわい創出についてお

伺いいたします。５月に機構改革で新しく、

にぎわい創出課を設置され、町長のにぎわい

創出でのまちづくりの熱い決意を感じている

ところです。３月定例会の所信表明で、駅周

辺整備計画を立て、ＳＬの活用やブルートレ

インの改装・活用などもあわせて駅周辺の活

性化を行い、にぎわいの創出を目指すと表明

されましたが、町長自身が思い描かれている

駅周辺整備とは、具体的にどのようなものな

のかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

３月定例会の所信表明で，駅周辺整備計画

を立て、ＳＬの活用やブルートレインの改

装・活用などもあわせて駅周辺の活性化を行

い、にぎわいの創出を目指すと表明されたが、

町長自身が思い描いている駅周辺整備とは具

体的にどのようなものなのか伺います、との

ご質問でございますが、若桜駅や駅前、駅裏

など駅周辺は、町の玄関口であり、町を印象

づける重要なエリアであると考えております。

この駅周辺を中心としたエリアに集客施設

や事業所が集積されることによって、住民や

観光客が集まり、人の流れができることによ

って就労の場もでき、にぎわいが生まれてく

るものと考えております。

また、若桜駅構内にはＳＬやブルートレイ

ンなど魅力的な素材が多くございます。これ

らも集客のアイテムとして、ぜひ活用してい

きたいというふうに考えております。

先日の鳥取市長の一般質問の答弁の中でも、

ＳＬ活用につきましては、ぜひ検討・協議を

していきたいというふうなご答弁のほうもい

ただいておりますので、あわせて協議のほう

もまた進めてまいりたいというふうに考えて

おるところでございます。

イメージといたしましては、この若桜駅を

核に駅構内でくつろげるスペースであったり、

子どもをターゲットにした施設、特産品のジ

ビエや吉川豚などの地元食材が食べられるよ

うな施設、お土産が買える施設、住民が集い、

いろいろなイベントができる場所の確保など、

今後数年かけて整備をしていくことで、住民

の皆さんや観光客の流れをつくり、これを

徐々に周りにも広げていきたいというような

考えでございます。

具体策につきましては、住民の方のご意見

や、今年度予定しております、「若者プロジェ

クトワークショップ」の「まちづくりワーキ

ンググループ」のご意見、さらには水戸岡先

生などの専門家の方のご意見を参考にしなが

ら、つくり上げていきたいというふうに思っ

ております。

目標といたしましては、本年度中に具体策

をまとめ上げ、来年度からはハード・ソフト

を同時進行させながら、３両目の観光列車が

運行する再来年の春に照準を合わせて、さま

ざまな仕掛けをしていきたいというふうに考

えております。



議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

少し、さっき町長が言われた、そのＳＬの

話をされました。鳥取市長のＳＬの活用につ

いて、昨日の新聞に報道されておりますけれ

ど、町長自身はＳＬを構内で走らせるという

イメージなのか、それとも、町長は若桜谷に

ＳＬを走らせるイメージなのか、予算のこと

はいろいろあるかとは思いますけど、町長の

思いとしてはどういう思いでおられるのかお

尋ねします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

ＳＬにつきましてでございますが、若桜に

ＳＬが来てから、もうかなりの年数が経ちま

した。それから、走行実験をしてからもまた

かなりの年数が経っております。

その間全く協議がされないまま、今日まで

来ておりますが、やはり皆さんの思いという、

町民の思いというものも当然大切でございま

すし、市長のこの前向きなご発言も含めまし

て、ぜひ、ＳＬ、本当に可能なのか否かとい

う部分についての検討はしてみたいと思って

おり、当然どれぐらいの費用がかかるのか、

または環境的に、本当にレールであるとか、

そういう部分が対応できるのか、また住んで

おられる皆さんのこの環境的な問題等々、さ

まざまな問題がございます。

そういうもの１つずつ、やはり課題につい

て話し合いをしないことには、やはり前に進

まない、それで、実際できるかどうかという

のは、もうその後で決定すればいいんじゃな

いかなというふうに思っておりますので、ぜ

ひ今回の市長のご発言もいただいております

ので、１市６町の中、また、八頭町との中で、

協議のほうは進めてまいりたいなというふう

に思っております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

現在、町長が思い描かれている駅周辺整備、

そして、これから先、町民のご意見などを聞

くことによって生まれてくる整備などがある

というふうに思います。大切なのは、町長の

お考えを、そしてその思いを職員が理解して、

それをどのように実行していくかだというふ

うに思います。

次の質問も少し関連するので、次の質問に

移らせていただきます。にぎわい創出のまち

づくりをするには、宿内の歴史的な町並みを

生かし、古民家を活用した町並み整備などを

行い、若桜町の魅力を観光資源として、交流

人口の増加を図る必要があるというふうに思

います。

これらの整備は、地域住民の理解と協力が

必要で、昭和レトロの町の全体像を示す必要

があるというふうに思いますが、所見をお伺

いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

にぎわい創出のまちづくりをするには、宿

内の歴史的な町並みを生かし、古民家を活用

した町並み整備などを行い、若桜町の魅力を

観光資源として、交流人口の増加を図る必要

があると思います。これらの整備には、地域

住民の理解と協力が必要で、昭和レトロの町

の全体像を示す必要があると思うが、所見を

伺いますとのご質問でございます。

若桜宿内の町並みは、明治１８年に現在の



都市計画レベルの町並みづくりによって形成

されておりまして、また、昭和５年開業の若

桜鉄道や、昭和９年完成の若桜橋などの近代

化遺産が残る、昭和レトロを感じさせる趣を

持っております。

若桜宿の魅力は、こうした時間が止まって

いるような、歴史的な古い町並みであること

は言うまでもございません。現在取り組んで

おります、重要伝統的建造物群の保存地区の

選定は、住民の皆様のご理解、ご協力がない

とできないことでございますし、また、蔵通

りの舗装につきましても、現に住民の皆さん

からご意見をいただきながら、今の石畳風の

舗装を導入したものでございます。

この若桜宿の町並みは、大切な地域資源で

もございます。脈々と受け継がれた歴史ある

景観を、地域の皆様の誇りにしていただきた

いとも思っておるところでございます。そし

て、この歴史を、後世にも伝え残すことが若

桜という地域を発展させていく上で、今もっ

とも重要だというふうにも思っておるところ

でございます。

ご質問の昭和レトロのまちの全体像につき

ましては、先ほども答弁いたしました駅周辺

整備や本通りの整備と合わせてイメージを描

きながら、今年度中には住民の皆さんにお示

ししていけるように考え、そして、それにつ

きまして、住民の皆さんから、またご意見を

伺いたいというふうに考えておるところでご

ざいます。

また、若者プロジェクトワークショップの

まちづくりワーキンググループもつくりまし

たので、その意見を参考にしながら計画を練

り上げてまいりまして、若桜宿のまちづくり

を進めていきたいというふうに考えておると

ころでございます。

なお、全体計画をつくっていくわけなんで

すけども、全体計画ができてから町並み整備

に取り掛かるというのでは、やはりスピード

感全くございません。少しずつでも町が変わ

っていく姿っていうのをぜひ町民にも見てい

ただきたいという思いがございますので、伝

建でございましたり、駅周辺整備など、でき

るところからまず取組ながら、全体計画って

いうものをきっちりつくり上げていきたいと

いうふうに思っているところでございます。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

この質問は、私も前期のときに前町長に何

度もさせてもらいました。やっぱり、町民に

対して全体像を示すというのは、本当に大切

なことだというふうに思います。何か新しい

町長になられて、いい回答がいただけたかな

というふうに思います。

次の質問に移ります。氷ノ山への年間を通

じての集客を図るため、氷ノ山リゾートの充

実を選挙の公約で掲げられ、また、所信表明

で、町長の氷ノ山観光への強い気持ちを感じ

ていますが、具体的にはどのようなリゾート

の充実を図るのかお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

氷ノ山への年間を通じての集客を図るため、

氷ノ山リゾートの充実を選挙の公約で掲げら

れ、また所信表明され、町長の氷ノ山観光へ

の強い気持ちを感じていますが、具体的にど

のようなリゾートの充実を図るのか伺います、

とのご質問でございますが。

氷ノ山リゾートの充実につきましては、

年々スキーシーズンの集客が減少していく中

で、今ある氷ノ山の素材をブラッシュアップ

し、観光産業として再生を図れば、若者がそ

こで働き、地域が活性化していく潜在能力を

まだまだ秘めていると思い、選挙公約に上げ



させていただいているところです。

平成３１年の６月ごろには、兵庫県側の国

道４８２号の整備が完了いたします。また、

平成３２年春には、わかさ氷ノ山トンネルが

供用開始となり、今まで以上に氷ノ山がより

身近なリゾート地になるものと期待しており

ます。

また、現在トンネル残土を利用して、地域

や宿泊客の方にご利用いただけるようなグラ

ウンドや芝生の広場も計画しているところで

ございます。

具体策につきましては、若者プロジェクト

ワークショップの氷ノ山ワーキンググループ

や、氷ノ山あり方検討会の意見を参考にしな

がら検討していきたいと思っておりますが、

年間を通してさまざまな事業主体が事業展開

していくことが重要ではないかなというふう

に思っておるところでございます。

例えば、スキー客には、もっと今まで以上

に喜んでいただけるようなサービス提供とい

うものをやはり考えていく必要があると思っ

ておりますし、子どもから大人まで楽しめる

体験事業のメニューの開発であったり、また、

ボルダリングができるような施設の提供であ

ったり、夏イチゴを使ったスイーツや、地元

食材を使ったバーベキューなど、食の提供も

必要だと思っております。

また、夏の夕方など大変氷ノ山は涼しいと

ころでございますので、そういうとこに皆さ

ん来ていただけるような、光の回廊の創出で

あったり、また、バレーボールなどスポーツ

の聖地となるような、そういう取組もやって

いきたいなというふうに考えております。

さらに，若桜町はアウトドアスポーツメー

カー全国のトップでございます、モンベルの

フレンドタウンとなっております。今まだ、

連携がまだまだできておりませんけども、こ

れからは連携しながら体験メニュー、氷ノ山

にあった体験メニューの開発提供をやってま

いりたいと思いますし、モンベル商品の販売

なども考えながら、時代のニーズにあった、

皆さんの要望にあった具体策を検討して、年

間を通して多くの人で本当ににぎわう氷ノ山

になるようにしていきたいというふうに考え

ております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

いろいろ町長の氷ノ山に対するお気持ちを

お聞きいたしました。ちょっと少し気になる

ことがありまして、前町長のときだったんで

すけど、ユースの跡地の活用についていろい

ろ答弁されてきておられます。

氷ノ山の総合案内所、また、加工施設や救

助隊の本部などをつくりたいというようなお

気持ちを、前町長のときにはお伺いしており

ます。今の矢部町長としては、あそこのユー

スの跡地については、今のところ何も考えら

れてないというようなことでよろしいのでし

ょうか。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

実はまだ具体的な案っていうのを、まだつ

くっておりません。それで、先ほど申しまし

たように、総合的にこれから検討を始めます

ので、ぜひ跡地も利用できるように考えてま

いりたいというふうに思っております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

もう１つ、今、トンネルの残土を氷太のグ

ラウンドに上げて埋めております。氷太くん

のグラウンド、どのような形になるかという



の、ちょっと今のところわからないんですが、

氷ノ山リゾートとしてグラウンド、これから

できるグラウンドが、どういう位置づけで、

そして、その地域にどのように効果をもたら

していくかというようなことを町長はお考え

ですか。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

今、埋め立てしておりますグラウンドでご

ざいますけども、やはりどういうグラウンド

にしていくのかっていうのは、やはり、これ

からまた協議が必要だなというふうに思って

おります。

ただ、私としましては、多目的に使える、

多くの人がいろんなことに使えるグラウンド

にしていきたいなというふうに思っておりま

して、ぜひ、合宿であったり、泊まられる方、

いろんな氷ノ山に泊まられる方にも、ご利用

していただきたいですし、当然そういう泊ま

られる方だけではなく、そこを使うことを目

的に、例えばグラウンドゴルフをしていただ

いても結構でございますし、多くの方、町民

の方にも御利用いただけるような施設にして

いきたいというふうに考えております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

これからいろいろ町長の思いを、ワーキン

ググループなどの意見を聞きながら進めてい

かれるのかなというふうに思いますけど、私

も関係者の１人として、その地域の理解と、

やっぱり供につくり上げるという情熱が、一

番必要じゃないかなというふうに感じますの

でよろしくお願いいたします。

次の質問に移ります。インバウンドの取り

組み強化もにぎわい創出のまちづくりに大き

な施策と考えますが、残念ながら、今現在の

受け入れる側の体制が、十分であるとは思い

ません。まずは受け入れる関係者や地域と十

分検討する必要があると思いますが、所見を

お伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

インバウンドでの取り組み強化も、にぎわ

い創出でのまちづくりに大きな施策と考えま

すが、残念ながら今現在受け入れる側の体制

が十分であるとは思いません。まずは、受け

入れる関係者や地域と十分検討の必要がある

と思いますが所見を伺います、とのご質問で

ございますが。

インバウンドへの取組につきましては、積

極的に進めていきたいと考えております。議

員の言われるように、当然、関係者や地域の

理解を得ながら、受け入れ体制の整備を進め

ていく必要があると考えております。

そのためにも、まずどこの国や地域をター

ゲットにしていくのか、その上で本町が取組

を進めるにあたり、受け入れ体制の現状や対

応策を整理・検討する必要があると考えてお

ります。今現在お話もしておりますけども、

当面、台湾ですとか、韓国等の受け入れはぜ

ひ検討してみたいと考えておりますが、それ

だけに限らず、幅広くどういう地域の方を受

け入れていくのがいいのかというのは考えて

いきたいというふうに思っております。

具体的には、観光施設や宿泊施設の受け入

れ体制の確認、町全体の言語表記など、事業

者の方とのより具体的な話し合いを進めてい

く必要があると考えております。

また、実際に海外の旅行会社を招いてモニ

ターツアーを実施し、検証してみることも有

効な手段であるというふうに考えております。



また、インバウンドの受け入れにつきまし

ては、１市６町連携の中で一緒に取り組んで

いきたいというふうに考えておりますので、

その中でも、やはり受け入れ体制については、

１市６町同じ取組ができるのではないかとい

うことで、これにつきましては、この協議は

行われていくというふうに思っております。

それで、それらを踏まえまして、さらに関

係者や地域と協議を行いながら、インバウン

ドの受け地の整備を行うことにより、旅行商

品として提供できる最低限のレベルになると

考えております。また、先ほど申しましたよ

うに、ツアーメニューや観光メニューにつき

ましても、１町だけで考えるんではなくて、

やはり広域連携の中で一緒に取り組んでいく

ほうが、効果的であるというふうに思ってお

ります。

いずれにいたしましても、まちのにぎわい

になるよう、海外からの観光客誘致を積極的

に今後は進めてまいりたいと思っております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

受け入れる側、ハード面にしてみたら、看

板をつくったり、いろいろな案内板をつくっ

たりというようなことは当然必要で、それら

は簡単なんですよね。業者に頼んで、こうい

う看板つくってくれって言ったらすぐ設置で

きます。

一番難しいというふうに思うのと、一緒に

力を合わせないといけないというふうに思う

のは、受け入れる側の気持ちです。行政が一

生懸命突っ走っても、受け入れる側は別に日

本人でええ、わしゃ、韓国語も英語もようし

ゃべらんというような人、違う国の人を受け

入れるに対して習慣やいろいろ違います。

やっぱり受け入れる側の人が何か沈んでい

るような気がして、行政だけが一生懸命突っ

走っているような気がします。

私も関係者の１人といたしましても、１番

はやっぱり人だというふうに思っております。

受け入れる側の気持ち、そして一番大切だな

というふうに思うのが語学、ハローとか、サ

ンキューとかいう言葉を簡単に話せる環境、

その気持ち、それが一番大切なんだなという

ふうに思っております。

今の事業を見ていますと、なぜか行政だけ

が一生懸命で、それで、受け入れる側は別に

日本人でいいんじゃないかっていうような感

覚でしかないような気がします。

国内の中でもいろいろ観光事業、大変な状

況になっています。目を向けるのは海外、イ

ンバウンドへの取組というのは、これからの

観光事業としては最も大切なところだという

ふうに思います。

しかし、先ほどから言っていますように、

行政だけが進めていくのではなくて、しっか

り連携をとって、受け入れ側もしっかりとし

た形を、体制をつくれるようにしていただき

たいというふうに思います。

いずれにしても、町長が最も力を入れられ

ている、にぎわい創出の施策を戦略的に推し

進めるには、地域住民のことはもちろんです

が、これらを実行に移していく職員にも十分

考えや思いを共有し、町長のリーダーシップ

のもと、チームワークよく進めていってほし

いというふうに思います。

次の質問に移ります。農業振興について３

点質問をさせていただきます。農業の問題は、

耕作放棄地をはじめ、担い手不足、特産品開

発など山積しています。私もこれまで何度か

農業の振興について質問をしていきましたが、

本日は少し変わった視点で質問をさせていた

だきます。

まず、はじめに、高冷地を生かした高原野

菜の振興についてお伺いいたします。広留野

など高冷地を生かした夏大根づくりなど、ま

だまだ若桜の農業には他の地域にない可能性



があると思いますが、高齢化などが進み、生

産量が減少しています。地域おこし協力隊な

どの若い力を借り、夏大根などの高原野菜の

復活をしてはというふうに思いますが、所見

をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

広留等の高冷地を生かした夏大根づくりな

どについて、地域おこし協力隊などの若い力

を借り、夏大根等の高原野菜の復活をしては

と思うが、所見を伺いますとのご質問でござ

いますが。

広留野高原は、扇ノ山の山麓に広がる高原

で、標高６５０メートルから８５０メートル

に位置し、昭和２３年の開拓以来、広留野大

根生産出荷協議会により、昭和４０年から夏

大根が栽培されています。最盛期の平成元年

には、栽培面積は３０ヘクタール、出荷量は

１,１９０トンとなり、「広留野大根」として

名を馳せ、現在でも県下唯一の夏大根の生産

地でございます。

この夏大根は県内はもとより、姫路、京都

などの関西圏の消費者から、甘みと辛みのバ

ランスがよく、煮崩れしないとの評価をいた

だいていると伺っております。

夏大根の生産者からなる広留野大根生産出

荷協議会は、以前は１０戸で頑張っておられ

ましたが、現在は６戸となっております。ま

た、生産者の平均年齢も６５歳程度となり、

議員ご指摘のとおり、高齢化が進んでおりま

す。その結果、最盛期の平成元年度と比較し

ますと、栽培面積は３分の１の１０ヘクター

ルで、出荷量は５分の１の２２４トンまで減

少している現状にございます。

標高の高い所でつくられます夏大根などの

野菜は、若桜の特長を生かした産物であり、

出荷時期の違いもあり、今でも十分特産品と

して売り込めるものだと思っております。生

産者が減少傾向である現状に対して、地域お

こし協力隊などの若い力を借りて、復活をし

てはどうかとのご提案については、これも１

つの方法であるというふうに思っております。

しかしながら、栽培指導を誰にお願いし、

また５月から１０月中旬までの限られた期間

で農業をやって、端境期をどうしていくのか

などの課題もございますが、栽培指導につき

ましては、広留野大根生産出荷協議会の生産

者や県などと相談の上、また協力をいただき

ながら、また、端境期には別な業務、例えば

現在町が進めておりますエゴマの搾油などを

やってもらいながら、他の仕事を組み合わせ

たり。

また、白ネギや白菜、グリーンアスパラガ

スなど他の作物の栽培と組み合わせ、リスク

分散をしていけば、１つのモデル事業になる

可能性があるというふうに思っております。

課題を１つずつ解決しながら、地域おこし協

力隊でもできる取組を進めていきたいという

ふうに考えておりますし。

やはり地域おこし協力隊というのは、３年

間という限られた期間でございます。その３

年後も生活できるような体制をつくり、所得

が上がるようなことを考えながら、取組のほ

う、ぜひ進めてまいりたいというふうに思っ

ております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

一口で復活してはどうかと言っても、とて

も難しいことだというふうには思っておりま

す。言いましたように、中山間地の農業の、

やっぱり長所を十分に考えて、若桜ならでは

の農業ができるんではないかなというふうに

考えます。それには今、生産者のほうもおら

れますし、若い方でやる気があられる方がお



られたら指導やいろいろなことをアドバイス

していただける今がいいチャンスかなという

ふうに思って、この質問をさせていただきま

した。

次の質問に移ります。個人農家は個別に販

路を探し出すことは大変難しく、所得向上に

つながっていません。米に限らず、農産物の

販売などを取り扱うＪＡ等の組織や、新たな

流通システムを考える必要があると思います

が、所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

農産物の販売などを取り扱うＪＡ等の組織

や，新たな流通システムを考える必要がある

と思うが、所見を伺いますとのご質問でござ

いますが、個人農家、とりわけ家庭菜園など

で野菜を作っておられる高齢者、高齢の生産

者の皆さんからは、販路の確保は難しいとい

うふうに伺っております。

これを解消する１つのやり方といたしまし

て、ＪＡ鳥取いなばが取り組まれています、

野菜の直販システムがございます。ＪＡ若桜

支店まで野菜を持ち込めば、ＪＡが市内のさ

んフレッシュいなばで販売してくれるシステ

ムでございます。

しかしながら、このシステムの課題は、Ｊ

Ａ若桜支店までの持ち込みができない高齢の

生産者の方などは、出荷をあきらめざるを得

ないという点が上げられます。

また、別な方法といたしまして、若桜道の

駅への野菜出荷もございます。しかし、こち

らも、道の駅への農産物等出荷も生産者の持

ち込みが原則となっております。先ほどのＪ

Ａのシステム同様に、道の駅まで持ち込みが

できない高齢生産者の方は、出荷をあきらめ

ざるを得ない状況となっております。

今、抱えておりますこの課題につきまして、

いかに集め、集めた野菜をいかに販路に乗せ

ていくかということでございます。この２つ

の課題を解決していくためには、農家の方が

つくられた野菜などを集荷するシステムの構

築をまずしていかないといけない。また、出

荷した野菜の販路の開拓を今後考え、提供し

ていくということもやっていく必要があると

いうふうに思っております。

やはりこの２つの課題を解決しないと、少

ない野菜を出していくというのはかなり難し

いというふうに思っており、何とか地産地消

も含めまして、そういうことも考えていく必

要があると思っております。そして、生産者

の皆さんの生きがいづくりや、少しでも収入

になるようにしていくために、道の駅や農協

などと話し合いながら、早期対応に向けて取

り組んでいきたいと考えております。

やり方、方法、いろいろシステムっていう

のは考えていくっていうのは大切であります

し、その農業関係者だけでなく、地域の方で

あったり、いろいろ集める方策っていうのは

やはり考えればできないこともないというふ

うに今思っておりまして、何とかそういう皆

さん、少しの野菜をお金に換えるシステムっ

ていうのは、ほんとに大切だと思います。

特に高齢者の皆さんの生きがいづくりには

必ずつながってまいるというふうに思ってお

りますので、これもぜひ取り組んでまいりた

いというふうに思っております。

議長（川上議長）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

農業の所得向上につながる、これといった

特効薬を私も思いつくわけではございません

けど、原因の１つに、生産者が価格を決める

ことができないということがあります。流通

過程の中でどうしても間に何重にもマージン

が発生して、手元に残るお金はわずかになっ



てしまいます。かといって、生産者が自ら販

路を探し出して販売していく。これは手元に

お金が残っていくわけですが、これをやりま

すと労力は必要になりますし、そして品物の

質や量も落ちてきます。

先ほど町長が言われましたように、いろい

ろな方法があると思います。道の駅で販売す

るとかいろいろなことが考えられますが、最

も大切なのが人材と組織です。行政としても

これらを推進していくべきだというふうに思

います。町長も言われていましたけど、個人

農家というふうに質問しましたが、個人農家

の大多数は高齢者です。生産者は消費者の笑

顔を見るのが最もうれしいときです。町長、

言われたように、生きがいということにいか

ないまでも、自分が主役で、主役と思える仕

事をすることは高齢者の健康を支えています。

産業福祉行政の面からも、少しでも前に進む

ように検討していただきたいというふうに思

います。

次の質問に移ります。𣇃米棚田について質

問をさせていただきます。米棚田は、平成

１１年に「日本の棚田１００選」に認定され

ました。この棚田は、戦国時代から江戸時代

にかけてつくられたもので、畦畔の多くは下

流の谷から運び上げられた石により、一度崩

壊すれば決して復元できないような、見事な

石積みがされています。

しかし、近年の農業機械の大型化や異常気

象などにより、これらが損なわれています。

当町独自の保存計画が必要というふうに考え

ますが、所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

米棚田の町独自の保存計画が必要と考え

ますが、所見を伺いますとのご質問でござい

ますが、米の棚田は、平成１１年に農林水

産省が「日本の棚田１００選」として選定さ

れた、全国１３４地区の１つとなっておりま

す。棚田１００選は、多面的な機能を有する

棚田について、その保全のための整備活動を

推進し、農業、農村に対する理解を深めるた

め、優れた棚田を選定されたものでございま

す。

棚田１００選に選定後、約２０年近くが経

ちますが、遊休農地の棚田も幾つか見受けら

れてきております。その理由といたしまして

は、棚田は平坦地の水田に比べまして、「労力

が２倍、収量は半分」と言われるように、労

働・土地生産性の低さが１つの原因にござい

ます。また、議員ご指摘の石積みの維持修繕

の大変さ、さらには高齢化に伴い、担い手が

いなくなってきているなどが上げられます。

これらの課題を地元だけで解決して、棚田

を保全していくには少々難しい面があると感

じております。

また、その一方で、棚田のある風景は、地

域の観光資源としても大切なものであると私

は考えております。これからどうやって棚田

を守っていくのか、５年後、１０年後保全で

きない棚田はどこなのか、また、観光資源と

しての棚田の活用策や、必要な資金や人をど

うしていくのかなど、多くの課題が考えられ

ますので、土地の所有者の方や地元の皆さん

と相談しながら、保全計画の策定についても

検討してみたいというふうに考えております。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

棚田っていいますと、氷ノ山の棚田、氷太

くんのところから展望所ですか、あそこから

眺めることや、いろいろな写真家によってい

ろいろな写真も見ることができます。しかし、

近く、下から見ますと崖が崩れていてブロッ

クで積んであったり、それで、修復にたくさ



んお金がかかるということで、土嚢を積んで

あったり、ちょっと下から見ると景観がよろ

しくないなというような、今、状況になって

おります。

かといって、自分で石積みを復元してやっ

ていくというような費用は今、費用もですし、

そういう体力も、今の農家には全くありませ

ん。いろいろ担い手の問題やなんかがあるの

かと思いますけど、そこら辺で、町としても

観光の、先ほど言われましたように、観光の

面もあります。そこら辺十分これから先、地

域住民と一緒になって守っていただきたいな

というふうに思います。

最後の質問に移ります。国際交流について

質問をさせていただきます。

平成２２年に平昌（ピョンチャン）郡と友

好交流協定を締結し、それ以降、それぞれの

職員派遣を行ったり、また、議員交流もあり、

双方の各イベントなどにも参加するなど、友

好交流は積極的に行われてきたと思います。

しかしながら、もう少し民間レベルでの交

流が進むように望みますが、これから先、ど

のように交流を進められるのかお伺いいたし

ます。

議長（川上守）

答弁求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

今後、民間交流をどのように進めていくの

か伺いますとのご質問でございますが、韓国

の平昌（ピョンチャン）郡との民間交流につ

きましては、これまで民間団体のポッコッの

会が孝石（ヒョソク）文化祭に参加して、地

元の方と一緒に韓国の食べ物の調理や販売を

したり、昨年度には町民・職員等２０名が訪

韓し、平昌（ピョンチャン）郡の蓬坪面（ポ

ンピョンミョン）の振興会の方と一緒にキム

チやチヂミ、おやきづくりをしたり、韓国の

童謡を歌ったりなど交流を深めてきておりま

す。そして、平昌（ピョンチャン）郡、若桜

町のお互いのよさを認識し合うことで、交流

が深まってきたと考えておるところでござい

ます。

今年度新たな試みといたしまして、９月に

平昌（ピョンチャン）郡で開催されますソバ

祭りのほうに町民の方を派遣して、日本独特

のソバの料理を平昌（ピョンチャン）郡の皆

さんにご提供していただく予定にしておりま

す。

本町では、町民の方に実際に訪韓して、そ

の土地の人や文化に触れていただきたいと考

えておりまして、町内に住所を有する４人以

上で構成されるグループにおいて、１人当た

り上限３万までの助成対象となる、国際交流

事業支援助成金の制度も以前より設けており

ます。しかしながら、この助成金の活用も少

なく、民間交流が進んでいない現状でござい

ます。

これからは、さまざまな分野で交流できる

ように進めていきたいと考えておりまして、

交流内容につきましては、現在やっておりま

す小学生のホームステイはやっておるんです

けど、それ以外にもスポーツ交流ですとか、

民間の方のグラウンドゴルフ交流ですとか、

サークル活動の交流、そういうものを平昌（ピ

ョンチャン）郡と協議をして、できるものか

ら取り組んでまいりたい。それで、交流でき

る環境を整備して、町民の皆さんに参加のほ

うを促してまいりたいというふうに考えてお

ります。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

いろいろ今年も吉川のＹＹＣが行かれると

いうことや、オリンピックにも多くの町民の

方が行かれたというようなことは大変喜ばし

いことだなというふうに思います。



少し、先ほど町長が言われた部分が気にな

っている。訪韓事業で助成制度をつくられて

おります、１人３万円の助成ですか、これの

取組みっていうのが、積極的じゃないんじゃ

ないかなと、これまで何団体か行かれたのか

もしれませんが、これへの取組をこれから先、

どういうふうに考えられているんか、どのよ

うに積極的に町民に知らせ、町民に参画して

いかれるのか、ちょっとそこのところをお伺

いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

この補助制度でございますけども、あまり

今、使われておられません。これは間違いご

ざいません。それで、やはりこのＰＲが不足

しておったということもございますし、その

もう１つは平昌（ピョンチャン）郡との距離

感だと思いまして、平昌（ピョンチャン）郡

に行ってみたいというふうな思いがなかなか

湧いてこない、例えばポッコッの会みたいに

韓国語、文化であったり、言葉を勉強してお

られる方であれば、行ってみたいと思われる

かもわかりませんけども、やはり、場所がや

はりソウルとかとは違いまして、どうしても

平昌（ピョンチャン）郡という位置であった

り、文化であったり、そういうものがやはり、

身近でないというのも大きな要因であるとい

うふうに思っておりますので、この支援制度

だけでなく、平昌（ピョンチャン）郡という

ものを、もうちょっと町民の皆さんにわかっ

ていただけるようなＰＲもやはり考えていき

たいというふうに思っておりますし。

また、この制度内容についても使いにくい

制度であるかどうかというのも、やはり検証

も必要だと思っておりますので、そちらにつ

いてもまたやってまいりたいと思います。

議長（川上守）

山根政彦議員。

議員（山根政彦）

決して、今現在の国際交流が悪いというふ

うには思っておりません。しかし、もっと町

民にも参画していただけるような、先ほど町

長も言われましたけど、施策を少し考え直す

ときではないかというふうに思います。この

ことが、先に質問したインバウンドにもつな

がりますし、また受け入れ体制づくりにも大

いに役立っていくというふうにも思います。

この度の質問は、提案を目的とした質問で

はなくて、最初にお話をしたとおり、新町長

のお考え、そして、思いを中心にお尋ねいた

しました。昨日、サッカーのワールドカップ

が行われました。直前に監督の交代などがあ

り、不安の声も出ておりましたけど、しかし、

短期間ではありますけど、新監督のもと、監

督の戦略を選手一人一人に理解させ、世界と

の戦いに臨んでおられます。

やはりトップの姿勢はとっても大切で、ト

ップが目標を定め、明確に指示を出せば、職

員は真剣に働くし、能力もあるというふうに

思います。ぜひ「チーム若桜」で、町全体に

新しい爽やかな風を吹かせていただきますよ

うにお願いいたします。以上で、質問を終わ

ります。

議長（川上守）

暫時休憩します。１１時より再開いたしま

す。

  午前１０時  分  休 憩

  午前１１時００分  再 開

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

一般質問を許します。２番、君野弘明議員。



議員（君野弘明）

皆さんこんにちは。君野弘明でございます。

２月１１日に当選させていただき、本当にあ

りがとうございました。心からお礼申し上げ

ます。この度、初めての一般質問をさせてい

ただきます。少しばかり緊張しております。

一つよろしくお願いいたします。

それでは通告させていただきます２点につ

いて順に質問させていただきます。１番、町

民の健康づくりについて、でございます。そ

の１として、健康ポイント制度を導入されて

数年経ちます。これまでの成果と状況をお聞

かせ願います。お願いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

健康ポイント制度を導入されて数年経ちま

したが、これまでの成果と状況をお聞かせく

ださいというご質問でございますが。

健康ポイント制度の、これまでの成果と状

況についてですが、若桜町では、健康づくり

への関心を高め、実践してもらうきっかけづ

くりとして、平成２７年度より始め、今年度

で４回目となりました。

この制度は、若桜町が実施する健診や健康

づくり事業に参加された方、個人で健康づく

りに取り組まれた方に対してポイントを付与

し、ポイントを集めると特典がもらえるとい

う制度でございます。

１０ポイントたまりましたら５００円の若

桜町商工会商品券と交換でき、５ポイント増

すごとに商品券が１枚増えるようになってお

ります。

参加者の状況についてでございますが、初

年度は１０月からの開始でしたので１１１名

の申し込みでございましたが、働き盛りとし

てターゲットにしていました４０歳以上の方

が１０２名と９割を占めておりました。

平成２８年度は、若桜学園の生徒の皆さん

全員にご参加いただきました関係で３２８名、

平成２９年度は、２６１名の申し込みがござ

いました。４０歳以上の方は１１８名ご参加

いただきました。男女の比率は、３年間の平

均では４対６となっております。

また、毎年約５割の方が１０ポイント以上

を達成しておられており、参加された方から

は、ポイントカードがあることで目標を持っ

て健康づくりに取り組めた、日ごろから健康

意識を持って生活するようになったとの声も

多く聞かれ、健康意識の向上につながってい

るものと確信しております。

また、３年連続参加されている方もおられ、

健康づくりが習慣化してきている傾向にある

ようにも思っております。平成２９年４月に

制定しました、「若桜町健康づくりの推進に関

する条例」で職域との連携した健康づくりを

推進すると定めておりますので、今年度から

は町内に勤務される方もご参加いただけるよ

うにしております。

議長（川上守）

君野弘明議員。

議員（君野弘明）

今、大体お聞かせいただきましたが、一応

考えてみますには、参加されてない町民がま

だまだあると思いまして、さらに町民に周知

してはと考えていますが、所見をお願いいた

します。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

健康ポイント制度を、さらに、町民に周知

徹底されてはと考えますが、所見を伺います

とのご質問でございますが、健康ポイント制



度の周知は、毎年広報わかさを通してチラシ

の全戸配布やＩＰ告知端末を使って広報して

おります。また、毎年４月に開催いたします

保健委員会でもお願いしております。

また、健診会場ではご参加いただいている

皆さんに個別に声かけをさせていただいて、

お誘いのほうもしておるところでございます。

また、申し込みの利便性を図るためには、電

話での申し込みの受け付けのほうもさせてい

ただいているところでございます。

この取組での課題となっておりますが、参

加者の多くは健康意識が高い方に偏っている

ということがございます。それで、今後は幅

広い年代の方に参加してもらえるよう、特に

参加の少ない４０代の方に積極的に健康づく

りに取り組んでもらえるように周知していき

たいと考えているところでございます。

また、ポイントが獲得できる対象事業につ

きましては、検診や体力づくり事業だけでな

く、人や地域との交流を図る事業も、心の健

康づくりにつながる事業として取り入れるな

ど、幅広くポイントが獲得できるよう工夫を

しておるところでございます。

さらに、今年度からは、先ほど申しました

とおり、職域に対象者を拡大し、周知したと

ころでございます。今後も参加者の皆さんの

声をお届けしながら、参加してみようという

気持ちになれるよう働きかけるとともに、家

族や近所や職場で誘い合って参加していただ

けるように、広報だけでなく出向いて行って

声かけを行ったり、人が集う施設に掲示する

など、さらに周知していくよう心掛けてまい

りたいというふうに思っております。

議長（川上守）

君野弘明議員。

議員（君野弘明）

町長の公約されている、若者が住みたくな

るまちづくり、その１つの環境であろうと思

います。それで、人が健康体力づくりにチャ

レンジできるように、例えば健康トレーニン

グ器具の導入をしてはと考えております。

若者のやる気を応援することにもつながる

と思いますし、定住意識の増進にもつながり、

にぎやかなまちづくり創出にもつながります。

それで、また、運動することは年寄りの認知

症の予防にもつながりますので、町民体育館

のスペースに、誰でも気軽に利用できるその

器具ですね、そういうものをリースでもいい

ですので、導入されてはとお伺いします。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

運動すること、体を動かすことは認知症予

防にも大きな効果があり、いつまでも健康で

生き生きと生活していくためにも重要な要素

ではないかというふうに思います。

教育委員会では、スポーツを通じて幸福で

心豊かな生活を送ることができるよう、スポ

ーツ環境の充実整備に取り組んでいるところ

でもございます。

君野議員ご質問の町民体育館スペースに器

具を購入することにつきましては、昨年の６

月及び１２月議会定例会で、前住議員の一般

質問にもお答えしておりますが、指導者の確

保、安全な利用方法及び管理費用の問題等の

課題もあることから、トレーニング器具の設

置は難しいというふうに答弁させていただい

ております。したがいまして、現時点におき

ましても、トレーニング器具設置につきまし

ては困難との考えに変わりはございません。

議長（川上守）

君野弘明議員。

議員（君野弘明）

ありがとうございました。じゃ、次の質問



にまいらせてもらいます。

若桜町で、災害に強いインフラ整備のこと

についてでございます。大雨による洪水や土

砂崩れ、その災害に十分な警戒をしていかな

ければなりません。それで、国や県とどれぐ

らいの頻度で道路や川のですね、協議をされ

ているか、お尋ねしたいと思います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

国や県とどのくらいの頻度で道路や河川の

協議をされているか、所見を伺いますとのご

質問でございますが、平成２３年３月１１日

に発生いたしました東日本大震災では、災害

が広域に発生したため、複数の市町村、複数

の都道府県にまたがって被害が発生し、情報

収集、物資の確保、被災者の避難場所の確保、

複数の自治体が早期に協力できる体制確保の

ための制度が必要となりました。

東日本大震災を踏まえ、災害対策基本法が

改正され、第３条から第５条には、国、都道

府県、市町村の責務、第５条の２には、地方

公共団体の相互協力が明記されており、大規

模広域な災害に対する即応力の強化、大規模

広域な災害時における被災者対応の改善、教

訓伝承、防災教育の強化や多様な主体の参画

による地域防災力の向上が図られることとな

っております。

国や県とどのぐらいの頻度で道路や河川の

協議をされているかとのご質問ですが、平成

２９年度におきましては、千代川圏域県管理

河川の減災対策協議会や千代川危機管理検討

会・千代川圏域水防連絡会、冬期道路におけ

る雪害発生時の支援対策に関する関係機関会

議など、１５回程度開催され、国、県、市町

村が、それぞれの取組状況の情報提供と情報

共有、災害時において各機関の連携が図られ

るよう協議をしております。

大規模災害は、国をはじめ、県、近隣市町

村からの支援が必要不可欠でございます。こ

のような国や県との会議に引き続き参加しな

がら、各機関との情報共有や連携強化を図り、

災害に強い若桜町を構築してまいりたいと考

えております。

議長（川上守）

君野弘明議員。

議員（君野弘明）

ありがとうございました。全国的に各地で

最近また発生しております。その川や、川の

氾濫や土砂崩れ、そういうものに対して、身

近に十分な対策を整えておく必要がある、そ

れでそう思います。

若桜町は、現時点では洪水や土砂崩れの被

害は出ていませんが、調べてみれば何か所か

あるんじゃないかとこう思います。そのイエ

ローゾーンを見つけて対策工事を行っていく

必要もあるではないかとこう考えます。

それで、それによって工事による災害の、

河川災害の手立ても必要になってきます。そ

のためには、一番大事なのは最初の流域に降

った雨ですね、落折とか吉川、そういう雨に

よって、雨量で洪水の、川に流れるその水位

を早く想定すると、早期に察知できるようふ

だんから把握しといていただきたいなと考え

ております。

議長（川上守）

質問になってないで。

議員（君野弘明）

町長１つずつお願いいたします。

議長（川上守）

町長、次の２番の質問に対して、答弁を求

めます。矢部町長。



町長（矢部康樹）

川の氾濫並びに土砂崩れによる災害に対し

て、十分な対策を備えておく必要があると考

える。そのためには、大雨による洪水時の川

の水位、堤防の状況等をふだんから把握して

おく必要があると考えるが、所見を伺うとの

ご質問でございますが。

道路につきましては国道、県道、町道がご

ざいます。それで、国や自治体がそれぞれ管

理しております。また、河川につきましては

県が管理をしております。

まずは、国が管理しております国道につい

てでございますが、国に問い合わせたところ、

道路パトロールを２日に１回行われており、

路面、法面、橋梁などの道路構造物、標識や

照明などの道路施設の点検を行い、異常を認

めた場合は速やかに安全性確保のための処置

を行っているそうでございます。

次に、県が管理しています道路、河川、堤

防についてでございますが、県に問い合わせ

ましたところ、道路パトロールは交通量に応

じて頻度は異なりますが、週１回から３回程

度行われており、路面、法面、道路構造物、

道路施設の点検を行い、異常を認めた場合は

速やかに安全性確保のための処置を行ってい

るそうでございます。

河川パトロールは月１回の頻度で行われ、

河川施設、河床、不法投棄の点検が行われ、

異常が認められた場合、速やかに処置を検討

され、対応されています。また、堤防天端よ

り背後地が低い堤防においては、毎年４月に

形状変化の有無を点検し、必要があれば修繕

をしているそうでございます。

また、若桜、諸鹿、米、吉川、落折、戸

倉の６か所に雨量計を設置され、降雨状況を

監視すると同時に、大雨等による出水時には、

出水状況を河川監視カメラと水位計で監視を

されておられます。

なお、河川監視カメラと水位計は、インタ

ーネットでも公開されており、一般の方でも

情報把握はできるようになっております。

次に、町が管理しております町道について

でございますが、定期的なパトロールは実施

しておりませんが、通常業務の中で職員が気

づいたとき、また、住民からの通報により現

場を確認し、安全性確保のための処置を行っ

ております。

また、河川の水位におきましては、町独自

で河川状況が確認できる防災カメラを町内の

主要２０箇所に設置し、町長室や防災会議室

で見られるようにしておりますし、町民の方

には若桜町のホームページや各家庭に設置し

ておりますＩＰ告知端末機でリアルタイムに

確認できるようにしております。

先の質問でも申し上げましたが、国、県、

町がそれぞれの情報を共有することが重要で

ございまして、連携を図り、いざという時に

即座に対応できる体制の整備をしていきたい

というふうに考えております。

議長（川上守）

君野弘明議員。

議員（君野弘明）

ありがとうございました。その降った時点

で、時間と雨量を想定して、降水量がどのよ

うになるんか、早めに避難するために住民の

情報をいろいろ共有していかなきゃならない

なと、このように考えておりまして、一つい

ろいろお願いいたします。はい、終わります。

議長（川上守）

いいですか。続いて一般質問を許します。

１番、梶原明議員。

議員（梶原明）

皆さんこんにちは。１番、梶原明でござい

ます。本日傍聴においでの皆様、お忙しい中

お越しくださいましてありがとうございます。

また、インターネット中継でご視聴の皆様あ



りがとうございます。そして６月１８日に発

生しました大阪府北部地震におきましては、

残念ながら１人の方が増えられまして、５名

の方々に哀悼の意を表したいと思います。

今日はこのようにたくさんの方々においで

いただき、初めてのことでもあり緊張してお

りますが、頑張って質問をしていきたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。

昨日は、先ほども少しありましたけども、

ロシアのワールドカップにおきまして、サッ

カーでコロンビアに対しまして、格上のコロ

ンビアに対しましてね、２対１の金星という

ところもありまして、私もそれに負けないよ

うに頑張りたいと思います。では、質問のほ

うにまいらせていただきます。

まず、子育て支援についてということの１

でまいりますが、政府は昨年１２月８日、幼

児教育・保育や高等教育の無償化などを盛り

込んだ「人づくり革命」と「生産性革命」の

２本柱の新しい経済政策パッケージを閣議決

定いたしました。

来年、２０１９年４月から幼児教育・保育

の無償化を一部先行実施し、２０２０年４月

に高等教育を含み全面実施する内容が発表さ

れました。また、昨年の１２月１４日でした

が、ＮＨＫのクローズアップ現代プラスとい

う放送がありましたが、その特集の中で、ア

ラフォー・クライシスで、現在のアラフォー

世代は「一生貧困を宿命づけられている不遇

の世代」と表現し、大きな話題となりました。

さらに、同年１２月３１日付の朝日新聞の

トップ記事には、「来なかった第３次ベビーブ

ーマー」、副題を「なぜ産まなかった団塊ジュ

ニア世代」とし、団塊世代の子供たちが４０

代に達したとき、ついに日本の少子化が確定

づけられたと表しました。

世論も少子化対策には注視しており、家計

と時間のゆとりが子どもを産み育てるのに大

切なことと論じ、国を挙げた少子化対策も実

働し始めました。

現在、若桜町では、全国に先駆けた保育料

の無償化、園児服等の給付、学校給食費の半

額、高校生の定期券助成、若者住宅の整備や

助成制度など、さまざまなる支援を行ってお

られます。

しかし、町民の声の中には、子どもはもっ

と欲しかったが収入が上がらない限りには先

行きが不安で無理だった。子育てをしていく

上で、中学校、高校へ入学するときの一括の

準備金が強迫観念を受けるほどきつかった、

などの子育てに対する不安や恐怖の声を聞く

こともありました。

これに対し、中学生へ上がるときには生徒

数も限られているのだから、こども園に入園

するときのように、制服の給付や給食費無料

などあったら少しは楽になるのにとの声も聞

いております。

やっと国が若桜町の支援に追いついたとこ

ろでありますが、現在の若桜学園、７年生進

級時の祝い金金額の見直しや制服給付など、

今のうちから町としてさらに進んだ子育て支

援内容を検討し、充実させることにより、若

桜町に住んでいるからこそ、子育ては大丈夫

との声が聞けるほど、住民の子育てに対する

安心定住意識が向上できる環境の充足につな

がるのではないかと思います。所見をお伺い

いたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

町として、さらに進んだ子育て支援を検討

することが必要ではないかと思うが、所見を

伺うとのご質問でございますが。

平成２６年度から、県の支援を受けながら

実施しております、保育料の無償化は、本町

の特徴的な施策であり、町内にお住まいの方

はもとより、移住を考えていらっしゃる子育

て世代の方々にとっても、大きな魅力の１つ



となっているものと思っているところでござ

います。

少子高齢化の進展が顕著である本町にとっ

て、子育て支援の充実は、重要な事項である

と考えており、本年３月定例会で、私の所信

を申し述べさせていただいた際にも、子育て

支援については、「現在実施している事業を継

続しながら、できることから取り組んでいく。

子育て世代のお母さんの意見を聞く会をつく

り、思いを取り入れていきたい」旨、ご説明

させていただいており、今年度は、子育て支

援について検討するワーキンググループを設

置し、多面的な意見を聴きながら、さらなる

施策について検討していくこととしていると

ころでございます。

また、国においても、来年１０月から幼児

教育・保育の無償化を段階的に実施される予

定であり、その財源は国が補填することとな

り、これまでそれぞれの自治体が独自に負担

していた部分については、その負担が必要な

くなるため、地域における子育て支援の充実

に充てるよう促す方針であるとのことでもご

ざいます。

このような状況の中、国の議論の行方を見

つつ、先に申し上げたワーキンググループで

の検討状況、また、議員のご質問の中でいた

だいたご提案も参考にしながら、経済的な援

助だけに捉われるのではなくて、本町におけ

る子育て支援のさらなる充実を図ってまいり

たいと考えております。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

子育てワーキンググループで検討なされ、

地域におけるっていうところの、特色のある

検討がなされることを願っております。

次へまいりまして、子育て支援の２にまい

らせていただきます。通学助成金の交付のこ

とですが、現在、若桜町では町内から県内の

高校に通う高校生に、月額７,０００円の助成

がなされております。高校に通う子どもを持

つ家族は、始発列車に子どもを乗せるために

早朝から駅まで送り、町営バスの運行終了後

には子どもを駅まで迎えに行くなど、日々大

変な生活をなされ、頭が下がる思いでありま

す。

また、行きは家族が市内などに職を持つ家

庭では通勤時間を調整し、車で子どもを学校

に送り、帰りは子どもが回数券を使用して帰

ってくるということもなされている事例があ

ることも聞いております。

自宅から高校まで通学するには、時間と経

費がかかります。時間はどうしようもありま

せんが、通学にかかる経費につきましては、

通学距離が長ければ長いほど、また子供の数

が多ければ多いほど、家計に及ぼす負担はと

ても大きなものになると思います。

高校生を持つ家庭では、家計の負担を減ら

そうと、各家庭でいろいろな方法を駆使され

ており、通学助成金という制度があっても、

それよりも安く済ませようと考えられ努力さ

れ、そのように対処されていると思います。

現在の助成額は、通学距離に一切関係なく

一律の金額となっております。通学距離に応

じて定期券購入費を助成し、さらに回数券も

同様に助成適用になれば、子育て世代の方々

の負担も軽減できるのではないかと思います。

教育長の所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

先ほど、高校生の通学助成のご質問をいた

だきました。この助成制度の経緯につきまし

て、これについては、子育て支援とそれから

定住促進という観点、あわせて若桜鉄道の利

用促進、こういった考えで平成２２年度から



始めたものでございまして、平成２４年まで

の３年間は通学支援金ということで、鉄道及

びバスの定期券を購入し、通学する生徒等に、

所得要件等の条件はございましたが、月額７,

０００円を給付してきておりました。

平成２５年度からは、通学支援金というこ

とを、通学助成金ということで、高等学校等

に通学等する全員が対象となるような、所得

条件の撤廃ということを行いまして、金額は

同じ同額の月額７,０００円ということであ

りますが助成をしてきております。

通学距離に応じた定期券購入助成をしては

どうかというご質問でございますが、先ほど

申し上げましたとおり、子育て支援の一環と

いう観点もさることながら、鉄道の利用促進

も兼ねた制度ということで運用しております。

こういうことで若桜鉄道の運行区間、若桜

駅から郡家駅までの運賃に対しての支援と、

こういうことで来ておるのが現状でございま

す。通学距離に応じての助成につきましては、

先ほど町長の方が答弁いたしました、全町的

に総合的な観点から今後検討してまいりたい

というふうにも考えております。

なお、回数券への助成につきましては、先

ほど申し上げました鉄道の利用促進という観

点から、通学定期の購入を促進するというこ

とで、定期券購入の助成をしておりますこと

から、現時点では回数券を助成対象とすると

いう考えはございません。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

今、聞かせていただきまして、子育て支援

と鉄道ということで、郡家駅までの助成とい

うことを聞かせていただきました。回数券に

つきましては、そういう関連のもと、回数券

ではなく定期券の購入促進ということを聞か

せていただいたわけなんですが、現時点で実

際、高校生の人数を把握なされておると思い

ますが、年間どれぐらいの人数の方が利用さ

れておるかお答え願いますでしょうか。

議長（川上守）

答弁を求めます。新川教育長。

教育長（新川哲也）

過去３年間、この通学助成制度を活用され

た高校生の人数につきましては、平成２７年

度が６７名、それから２８年度が５７名、昨

年度が４９名の方にご利用いただいておりま

す。

梶原議員のご質問にありました、朝は保護

者の車に同乗して通学されて、帰りは回数券

でという方もございます。できるだけ定期券

を買っていただきたいということから、何度

も申し上げておりますとおり、定期券の購入

助成が行われているということでありますの

で、ご理解いただければというふうに思いま

す。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

定期券を使っていただく、過去３年間の人

数をいただきましてもっと高校生のほうが実

際の数は多いんだろうなと思いますが、なる

べく定期券を買えるいい環境にしていただけ

ればと思っております。

では、続きまして子育て支援についての３

の質問にまいらせていただきます。近年よく

聞く言葉の中で「ネウボラ」っていう言葉が

ありますが、助言やアドバイスの場所という

意味で私は捉えさせていただいております。

若桜町では、子育て支援ガイドを作成され、

妊娠から子育ての時期にあわせた支援内容と

ともに、担当部署をもそのガイドの中に記入

され、かなり丁寧なものができていると思い



ます。しかし、子育てをしていく中で抱える

問題も、世帯によりその環境から多種多様で

あり、こども園、若桜学園、高校生それぞれ

の子育てに対する相談をしたい内容も異なり

ます。また、さらにいえば、情報に関して苦

手な方っていうこともあると思います。

子育てをしておられる方々は、日々の生活

が肉体的・精神的、ましては時間的にも追わ

れております。このような環境の中、支援を

受けたいと思うがどうしたら良いのかわから

ない、生活で困ったことが起こったなどの理

由から相談に行くと、担当の部署を案内され、

同じ相談内容をもう一度１から説明すること

は、どれだけストレスになっているのかって、

想像に堪えません。

こんな相談はできるのか、していいのか、

どこへ行って相談すれば良いのかわからない。

次に行く窓口で、どのように伝えたらよいか

わからず不安、各窓口での手続きが煩わしい、

相談窓口で話した内容を、担当部署につない

でもらいたいなど、町民からの声も聞いてお

ります。

当事者にしかわからない不便が多々ありま

すが、誰もが不安なしで、短時間で楽に相談

や手続きをしたいと思っていると思います。

安心した子育ての一貫として、何でも子育て

に関する相談が、どんなことでも一括して受

け入れることができるインフォメーションの

機能だけではなく、関係部署と連携したナビ

ゲートのできる窓口の設置を検討してはどう

でしょうか。所見をお伺いいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

こども園、若桜学園、高校生それぞれの子

育てに対する相談が、一括してできる窓口の

設置について所見を伺うとのご質問でござい

ますが、子育てに関する相談と一口に申しま

しても、例えば発達や健康に関すること、学

校、保護者会、家庭などの人間関係に関する

こと、医療費や教育費など金銭に関すること

など、その内容は個人や年齢等により千差万

別であり、相談から支援、その解決までを一

つの部署で行うことは、理想ではあるとは思

いますが、現実的には困難であるというふう

に、今、思っておるところでございます。

先のご質問でもお答えしたとおり、子育て

支援は、本町において重要な施策として位置

づけており、それぞれの部署で関連する事業

を実施しているところですが、相談内容に応

じて、担当部署やその他の支援機関につなぐ

窓口といたしましては、保健センターが現在

はその機能を担っておるところでございます。

自治体によっては、子育て世代包括支援セ

ンターを設置し、対応されているといような

ことは知ってはおりますが、やはり各自治体

状況に鑑みながら、対応していければという

ふうに思っておるところでございます。

若桜町の場合は現在のところ、ご相談され

る際には、担当部署がわかっている場合は直

接その部署に、どこに相談してよいかわから

ない場合は、まずは保健センターにご相談い

ただきたいというふうに思っております。

先ほど議員が言われましたとおり、若桜版

のネウボラの確立というのは必要だというこ

とは認識しておりますので、母子の皆さんに

とって、産み育てやすいよう、例えば今現在

も使われるところもございますけど、スマー

トフォンの活用なども踏まえまして、母子が

望まれる環境整備については、ご意見をいた

だきながら考えていきたいというふうに思っ

ておるところでございます。

議長（川上守）

梶原明議員。

議員（梶原明）

状況を説明していただき、大分理解はさし



ていただきました。若桜版ネウボラを考えて

いただいておるところはありがたいところで

ございます。

今後、情報を、弱者含め子育ての方々にと

って、より良くなる施策ができることを期待

いたしまして、一般質問を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。

議長（川上守）

暫時休憩いたします。午後は１時より本会

議を再開いたします。

   午前１１時５０分  休 憩

   午後 １時００分  再 開

議長（川上守）

休憩前に引き続き、会議を再開します。一

般質問を許します。９番、前住孝行議員。

議員（前住孝行）

皆さんこんにちは。９番、前住孝行です。

冒頭に、一昨日発生いたしました震度６弱の

地震で命を落とされた方にお悔やみと、被害

にあわれている方々にお見舞い申し上げます。

これまでの大震災の教訓を踏まえてもブロ

ック塀での倒壊で命を落とした事実が発生し、

改めて災害時の対応について見直すことの大

切さを考えさせられました。早速本日のニュ

ース等で点検をされているニュースを拝見い

たしまして，私自身もアンテナを高くしてま

いりたいなというふうに思いました。

さて、話は変わりまして、６月３日の若桜

氷ノ山夏山開きでは、晴天の中、山頂祭が行

われ、山頂が登山客で一杯になりました。翌

日の日本海新聞にも、大山に負けないぐらい

の写真を掲載していただき、山の日イベント

の１つとして取り上げていただけたことに感

謝いたします。

８０歳にして初めて氷ノ山に登られた農人

町の方が、「お父さんに『死ぬまでに１回登っ

てみんさい』と言われていたのを達成できて

よかった、向こうに行っても氷ノ山に登った

ことの話ができる。」と話されました。「そう

言われずに、来年も登りましょうね」と声か

けさせていただきました。

若桜町の方が大変多く登られていまして、

地元に愛される山であることを改めて感じた

１日です。前日まで雨も降っていなかったの

で足元もよく、私の４歳の娘から８０歳の方

まで登れるファミリー登山向けの氷ノ山をも

っともっと知ってほしいと思っております。

それでは、通告させていただいています２

つの質問を順にしていきたいと思います。

まず、空き家対策についてです。平成２４

年度より空き家調査が行われ６年目を迎えて

いますが、その後の空き家の状況と移住の状

況、また、危険空き家として通知された実績

があればその状況についてお伺いします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

空き家の状況と移住の状況、危険空き家と

して通知された実績があればその状況につい

て伺いますとのご質問でございますが。

平成２４年度に移住定住相談員を配置し、

空き家調査を実施しております。同年、空き

家の利活用を図るための登録制度、「空き家バ

ンク」の運用を開始し、現在まで延べ４６軒

の登録がございました。

そのうち、空き家活用住宅として町が借上

改修を行い、賃貸物件として運用しているも

のが５軒、公的利用が１軒、個人間での賃貸

が９軒、売買成立が１０軒で、計２５軒は活

用済みとなっております。

町民同士の取引の件数を除くと、そのほと

んどが移住者の受け入れのために活用されて

おります。なお、諸事情により登録解除が８



軒ございましたので、現在の登録件数は１３

軒となっております。

また、移住者の状況につきましては、平成

２９年度は１７世帯２７人の方に移住をして

いただいております。

若桜町は、県東部で唯一民間アパートがな

い住宅環境となっており、移住者受け入れの

ためには古民家活用が不可欠であり、移住希

望者が住宅購入や改修に活用できる補助金と、

空き家所有者が移住者受け入れに活用するた

めに利用できる改修補助制度をそれぞれ設け、

空き家の利活用に取り組んでいるところでご

ざいます。

また、危険空き家についてでございますが、

住民の方からの相談等については個別に対応

はしておりますが、現時点において危険空き

家として認定したり、通知等を行った事例は

ございません。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

とても丁寧に数字を教えていただきまして

ありがとうございました。結構、空き家バン

クからの活用がなされているなというふうに

思っております。

では、次に移りたいと思いますが、移住定

住センターも実績に大きく貢献されているこ

とを感じております。相談件数も増えてきて

いると、このたびの補正予算の詳細説明でも

聞かしていただきました。

以前、仏壇があるのでなかなか貸すことが

できないとか、古民家は大きすぎて管理が大

変などの課題点も聞いております。移住相談

会のニーズというのはどうなっているのかお

尋ねいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

移住相談会のニーズについてのお尋ねでご

ざいますが、議員ご指摘のとおり、空き家の

利活用を妨げる要因として「仏壇」というキ

ーワードはよく聞かれます。しかしながら、

移住相談員を中心に熱心に空き家の掘り起こ

しを進める家庭において、本質的な問題はそ

こではないと分かってきております。

仏壇につきましては、その気になれば寺院

で永代供養するなど、いくらでも解決できる

問題でございます。

根底にありますのは、田舎の土地や家屋は

都会において取り引きされる単なる不動産で

はなく、先祖代々引き継がれてきた大切なも

のであり、深い思いがあり、心情的な付加価

値が大部分を占めているところでございます。

また、その一方では兄弟や親戚、近所や集

落といった関係性の中、土地や家屋の問題に

踏み込むことに躊躇される方が多くおられる

のも現状のようでございます。

また、相談者から感じられるのは、家屋の

大小どころか、古民家そのものの需要の低下

も見受けられてきております。

近年はメディアの影響もあり、脚光を浴び

てきた田舎移住生活ですが、真剣に思考して

いた田舎暮し希望者については、ほぼ移住が

完了したかのように感じております。

相談内容からしましても、検討段階のぼや

っとした内容が増え、田舎に住んでも都会の

アパート並みの居住環境を希望されるような

相談者も増えてきております。

近年、移住施策を取り巻く環境も変化して

きておりますが、移住された方と面会し、移

住の決め手を質問させていただくと、「町の施

策やかかわり方」や「移住相談員の対応」が

他の市町村とは違ったと、ほとんどの方々が

言われております。

大規模市町村のようなマニュアル化された

対応ではなく、相談者の発言を読み取り受け



止めながら、それぞれの方の事情に寄り添い

ながら、小さな町ならではの対応をしていく

ことがこれからも大切であると考えておりま

すし、そのためには、対応していく人材の育

成も必要であると認識しております。

これからも移住相談者のニーズの把握に努

め、空き家活用を含めながら、人口減少対策

のためにも、移住定住には力を入れてまいり

たいと考えております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

私も町長言われましたように、仏壇がある

のでということの話は、ちょっと言い訳って

言ったらあれですけど、本意ではないんじゃ

ないかなというふうに思ったりしておりまし

た。それで、そこが本当のことじゃなくて、

裏に隠されたもんがあるなというふうに思っ

たところです。

それで、今後もこの移住定住には力を入れ

ていきたいというふうに町長言われました。

それで、これまでも古民家のニーズが減って

きていて、それでニーズ的にはやっぱり賃貸

への移住希望みたいなのがあるということで、

赤松団地のほうに賃貸のできる住宅を建てた

という経過もありますけど、今後そういった、

これまでの方向性と同じような対応でいかれ

るのかどうか、質問したいと思います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

今後の対応についてでございますけども、

何でもこれからもたくさんの建物を建ててい

くという考えは私にはございません。実は５

年先、１０年先をやはり考えながら、そうい

う建物、ハードものというのは設備をしてい

く必要があると思っておりまして、できまし

たら、今は古民家の改修、または、もしアパ

ートを建てるんであれば、民間の方の力を借

りながら、そういうものを建てていきたいと

いうふうに考えておりますので、今後、もし

そういう必要があれば、ぜひ、民間の方とま

た相談しながら進めさせていただきたいとい

うふうに思います。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

私も同感であります。それで、３番に移り

たいと思いますが、先ほどありました、私自

身も、古民家が上手に循環しないかなという

ふうに思いまして、問題なのは中にある荷物

ではないかなというふうにちょっと私自身と

しては推察しております。

それで、３番の私なりに考えたことといた

しまして、遊休町有地というのを使って、こ

れはあれなんですけど、レンタル倉庫という

のを取り入れてはというふうに考えておりま

す。

それで、古民家を貸す値段というのと、ま

た、倉庫を貸す値段というのを上手に設定し

て、お互いが損をしないような。それで、で

きればですけども、これも、貨物コンテナみ

たいなのを加工して、それで倉庫を貸すとい

うようなことをして、古民家をなるべく貸し

ていただけるような取組をしてはというふう

に思っております。

そうすれば移住も進み、所有者の方の所持

品も安心して置けるというふうに考えますが、

このことについての町長の所見を伺います。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）



家財を保管するレンタル倉庫の設営につい

て、町長の所見を伺いますとのご質問でござ

いますが、この「家財」というキーワードも、

空き家活用を妨げる要因としてよく聞く言葉

でございます。これも問題の本質ではないと

認識しております。

実際に、移住者向けの住宅提供をお考えに

なり、家財の整理を進められるのであれば、

現在の空き家改修の補助金でも家財の整理は

対象経費となっております。移住者、所有者

ともにこの補助金を使っていただくことがで

きるようになっております。

家財の存在が本質的な問題となって活用が

進まない空き家は、今のところないんではな

いかなというふうに思っておりますので、今

のところ、レンタル倉庫等の設置については

考えておりません。できましたら、この補助

金を活用して家財の整理のほう、していただ

きたいというふうに思っております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

突拍子もない提案なので、難しいかなとい

うふうには思っておりました。これをもしで

きたとしたらですけど、鉄道を絡めて、ちょ

っと貨物コンテナの風景とかもあわせてでき

るかなというふうに思って、ちょっとこんな

案を出させてもらったんですけど、考えてな

いということですので、これ以上は突っ込み

ません。

４番の方に移りたいと思います。ちょっと

視点を変えまして、平成２９年度７月６日に、

県のとっとり暮らし支援課が出されているデ

ータを見させていただきまして、４市の方は

除いて町村の状況ですけど、琴浦町さんが、

平成２８年度か、１４０名の移住者、それで

岩美町さんが１３０名、それで、空き家情報

をネットで公開している市町村というのが、

移住者が多い傾向にあるというふうに思って

おります。それで、若桜町も空き家バンクで

登録されているような情報というのを、イン

ターネット上で公開するおつもりはないのか、

お尋ねいたします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

空き家バンク情報の、インターネット公開

についてのお尋ねでございますが、県内市町

村でも大半は、空き家バンク情報をネット公

開しておりますが、決して公開してない当町

への移住者が少ないというわけではございま

せん。

むしろ、人口比率から換算すると、平成２

９年度は県内で２番目に移住者が多かったと

いう結果が出ております。例えば、鳥取市と

若桜町では、年間の移住者数は当然異なりま

す。２９年度、県の移住者数速報値として鳥

取市では５１０人、若桜町では２７人の移住

者数となっております。

これを平成３０年５月１日現在の人口比率

で計算すれば、若桜町の移住者数は１,６７６

人に相当するようになります。公開しており

ませんが、若桜町が決して遅れを取っている

というわけではないことをご理解いただける

かと思います。

便利なもので、インターネットで検索すれ

ばいろいろなことが調べられる世の中となっ

ております。

その一方で、公開しているがためにトラブ

ルとなっている事例も多々出てきております。

本町は、移住定住施策の一環で空き家の利活

用を行っております。「空き家に入るのは誰で

もよいというわけではない」という、空き家

の所有者の意向や、その集落の方々などのご

意見もございます。

活用できる空き家が潤沢にはないという事



情もございますが、対面により移住希望者の

意向や家族構成などの聞き取りをさせていた

だいた上で、総合的に判断し、集落やご近所

にもご紹介しながら、一軒一軒慎重にマッチ

ングを進めておるところでございます。

情報の整理やシステムの整備上の問題でイ

ンターネット公開ができないのではなく、イ

ンターネットで公開しないという判断をして

いるのだということを、ご理解いただければ

というふうに思っております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

確かに弊害があるのかもしれません。私も

ある集落の方から、ちょっと失敗事例みたい

なことを聞かせていただいたこともあったり

したので、確かにそういう部分では、こちら

のほうから選ばせてもらっているというよう

な、面接じゃないですけど、そういったこと

にもなっておるのかもしれません。

確かにそういった部分もあったりもします

けど、なかなかこの情報を、この若桜町の情

報まで辿りつかない方もあるやもしれません

ので、全部が全部というわけでもなくて、そ

ういったこともできればいいのにな、という

ふうに思ったりはします。

前町長からも、もっと若桜のことをアピー

ルするのにネットを使えというふうに、こな

いだ、コメントで書かれましたので、そうい

ったしっかり広報も必要なのかなというふう

に思います。

でも、そういった状況もあるのでしたら、

その辺は致し方ないのかなというふうに思っ

たりしておりますので。はい。でも、とにか

く、より移住者が来るようなことも、また新

たに考えていかないといけないのかなという

ふうに思います。

では、次に移ります。特定空き家、危険空

き家対策についてです。

平成２５年の６月に、空き家解体助成制度

の創設を提案して約５年が経ちました。その

中の答弁では、前小林町長ですけど、解体助

成金を考えてないと答弁されました。

そんな中、全国的な課題であったため、「空

き家等対策の推進に関する特別措置法」が、

平成２７年５月２６日に全面施行され、特定

空き家、危険空き家の周辺住民には朗報だっ

たと思います。

今時点ではゼロ件ということを聞いており

ますが、本当にそうかなというふうな部分も

あります。実態としては、通知はないかもし

れませんけど。それで、この今後ふえていく

であろう特定空き家について、矢部町長はど

のように考えているのかお尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

今後増えていくであろう特定空き家につい

て、どのように考えているのか、とのご質問

でございますが、この危険な空き家、いわゆ

る特定空き家については、これまでに何度か

ご質問をいただき、小林前町長も答弁してい

らっしゃいましたが、その考えと何ら変わる

ものではございません。

あくまで個人の財産に関することであり、

基本的には所有者、もしくは管理者の責任に

おいて適正に管理されるべきものと考えてお

ります。現状は、空き家の近隣の方などから

相談があった場合には、所有者に連絡を取り、

適正な管理をお願いしているところでござい

ます。

また、世帯全員が転出されるなど、それま

で住んでおられた家が空き家になることが想

定される場合には、以降も適正な管理をお願

いするなど、新たに危険空き家が増えないた

めの方策も、今後は必要ではないかというふ



うに考えているところでございます。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

本当、個人の管理でということをこれまで

も言われてきたんですけど、もう本当でそれ

でいいのかどうかっていうのが、すごい私自

身は危惧しております。やはり、もうそろそ

ろ行政がかかわっていくべきではないのかな

ということで、何度も質問をさせてもらって

います。

それで、なかなか近所の方が危険空き家・

特定空き家であろう家の方にそう言って、言

ったりするのもやっぱりトラブルのもとにな

ってしまいますし、じゃ、自治会長がってい

うことになって、するとまた、なかなか大変

な問題でもあったりもします。

それで、実際、この通知したのが０件とい

うことで、本当でそれ０件でいいのかってい

うのがすごいあったりもするんですけど、本

当でこれでよろしいんでしょうか、矢部町長。

もう一度お尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

先ほども申しましたとおり、個人の財産に

関する部分っていうのは、なかなかやはり所

有者がやはり考えるべきものであるという認

識は変わっておりません。

特に、ここに行政が手を入れ出しますと、

全て行政がやっていただけるものだというよ

うな、変な認識をされるのも大変困りますの

で、当然、危険空き家、本当にどうしようも

ない、手が出せない、お金もないっていうよ

うな方も中にはあるかもわかりません。そう

いう状況につきましては、その都度その状況

を見ながら対応はしていきたいと思いますけ

ど、基本的な部分っていうのはやはり自己管

理をお願いしたいと思っております。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

残念な答弁であります。確かに、どこまで

手を入れていけばいいのかっていうこともあ

ったりするので、その辺のまず尻叩きの１つ

として、前回解体助成の制度っていうふうに

言ったんですけど、そこでさえもやってもら

えないということですので、非常に残念かな

というふうに思います。

もし、やっていただけるっていうことだっ

たら、２番目のほうに移りたいと思ったんで

すけど、多分残念な回答になるんでしょうね。

観光地においては、そこを町営の駐車場に

すれば逆に喜ばれることになります。その提

案についてのお考えをお尋ねします。

議長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

観光地においては、そこを町営駐車場にす

れば逆に喜ばれることになります。その提案

についてのお考えをお尋ねしますとのご質問

でございますけども。

観光地における駐車場の確保は、観光客の

受け入れ環境の充実や、周辺の迷惑駐車等の

環境保全のためにも必要であると認識してお

ります。

特定空き家を駐車場にとのご提案でござい

ますが、町並みの景観への配慮や駐車場の場

所、案内等を考えれば、なかなか難しいので

はと考えております。

まずは所有者、管理者の方がどうされるの

かを決めていただくことが必要となります。



今のところ特定空き家の跡地を使った観光用

の駐車場を整備することは考えておりません。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

想定どおりでありました。残念です。以前

も山根議員の方も、駐車場の案内看板をとい

うふうに、いう質問をされたと思っておるん

ですけど、その後何か、何も変わりもないか

なというふうに思ったりしております。

また、公民館等の駐車場があるということ

ですけど、やっぱりその通りに、それは若桜

宿に限るんですけど、通り沿いに駐車場がな

いと、やっぱり観光客もなかなか車止めにく

くなるのかなと。また、そのこともあって、

銀行さんとかに迷惑をかけたりとかいうこと

にもなっているんじゃないかなというふうに

思ったりしております。

平成３０年の２月９日ですかね、都市再生

特別措置法の改正案っていうのが出されてお

るようです。それで、そのことで空き家とか、

空き地の活用についての考えもまたこれから

進むんではないかなというふうに思っており

ますが、期待したいなというふうに思ってお

ります。

もう終わりますけど、ある町民に、前住さ

ん、今、一番急がれる町内の課題って何だと

思われますっていうふうに聞かれました。悩

んだ挙句、今回のこの内容のことをまず話し

たところです。住むところの循環っていうの

がうまくいけば、人も増えないまでも、維持

することはできるんじゃないかなというふう

に考えております。

さまざまな、これからの観光事業等の施策

等もいいイメージで町長も話されましたけど、

人が大事かな、山根議員も言われました。人

がなかなかいない状況で、どうなんだろうな

っていうのがすごいあります。

こういったところで、まずそういった住む

所があれば、人もとりあえず維持されて、そ

ういったさまざまな新しい施策も実現してい

くんではないかなというふうに思ったので、

まずその住家であるところを、人の呼び込み

っていうことですね、質問させていただいて

おります。

この空き家、また危険空き家全体に対しま

してですが、町長何か、僕が思ったこのこと

の全体でいいんですけど、思いがありました

らお願いします。

町長（川上守）

答弁を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

やはり若桜町、今、空き家本当に増えてき

ております。また、独居老人の方も大変増え

てきております。ということは、当然、必然

的に空き家も今後増えていくっていうのは間

違いない。その空き家をできるだけどういう

ふうに管理していくのか、町が借りるのか、

民間の方に貸すのか、そういう判断の方、求

めていく必要があると思いますし、今、前住

議員が言われましたように、空き家を活用す

るということが、やはり人を増やしていくと

いうことにも大切な要素になると思いますの

で、移住定住と合わせまして、一生懸命こち

らについても取組のほうをさせていただきた

いというふうに思います。

議長（川上守）

前住孝行議員。

議員（前住孝行）

冒頭にも地震のことを話しましたが、不幸

につけ込むような形になるかもしれませんけ

ど、やっぱり、比較的若桜町は地震には強い

というところを、もっとＰＲしていただきま

して、また、自然も豊かでありますし、重要



な資産もあります。こういった若桜町のファ

ンが増えることを期待いたしまして、質問を

終わります。

議長（川上守）

これで一般質問を終結します。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会します。

   午後 １時３５分  散 会


